ベンチマークテスト・ステップ2
	氏名（所属）
	久田嘉章（工学院大学建築学科）

	(1)計算モデル
	・T21，T22

	(2)用いた手法
ソフト名・作成者
	· 波数積分法
· ソフト名：phs3sQx-v3.exe（プレプロセッシング：表面波の分散曲線・極の計算），grflt12sx1-v4.exe（波数積分による強震動計算），grfftspx.exe（ポストプロセッシング：フーリエ逆変換による波形計算）
· 作成者：久田嘉章（1994年作成～2009年修正）

	(3)参考文献
	· 久田嘉章，成層地盤の解析手法，地盤震動　－現象と理論－（分担），日本建築学会，pp.84-102, 2005
· 久田嘉章, 成層地盤における正規モード解及びグリーン関数の効率的な計算法, 日本建築学会構造系論文集　第501号，pp.49-56，1997
· Hisada, Y., An Efficient Method for Computing Green's Functions for a Layered Half-Space with Sources and Receivers at Close Depths (Part 2), Bull. Seism. So. Am., Vol.85, No.4, pp. 1080-1093, 1995

	(4)有効振動数と
時間刻み
	· T21，T22：0～6.25Hz（最小周期0.16秒）
· フーリエ逆変換の際，0.01秒にスムージング

	(5)平行成層地盤のモデル化
	R/Tマトリクス（反射/透過マトリックス：理論的には無限大の振動数まで解が安定）

	(6)波数積分法
	· 極や分岐点の発散点は，Vs・Vpに虚数部（Q値）を導入し，さらに振動数にも虚数を導入（Phinneyの方法）して対処。
· 波数積分は震源が近い場合はSimpson積分を，遠い場合の積分法はFilon積分を用いた。また極・分岐点の近傍では細かい積分区間を使用。
· 震源が地表近い場合，動的項から静的項を除去して大きな波数でも速やかに収束するように工夫。静的項の積分には積分路変換法を使用
· 参考文献：久田（2005）など

	(7)点震源のモデル化（ステップ１の場合）
	· 滑り速度関数は理論解を使用（Exponetial関数で表現）


	(8)面震源のモデル化（ステップ２の場合）
	· T21は長さ8000m，幅4000mの断層を16×8=128分割

· T22は長さ6000m，幅6000mの断層を12×12=144分割

· 各小断層で6x6=36点のガウス積分による面積分を実施

· T21，T22とも滑り速度関数は理論解を使用（Exponetial関数で表現）
· 滑り量はT21，T22ともトータル1.0mとしている。

	(9)減衰の導入
	· Vs・Vsの虚数部にQ値として導入。Function文によって周波数依存の任意の関数形で与えられる。
· QなしはQp=Qs=5000として計算
· 加えて円振動数の虚数部に0.01の値によるPninney法を使用

	(10)波形処理
	· T21，T22は5～6 Hz以上をカットするのローパスフィルタを施している

	(11)その他
	· 静的すべり項（Fling Step）を厳密に評価できる。
· 参考文献：Hisada, Y, and J. Bielak, A Theoretical Method for Computing Near-Fault Strong Motions in Layered Half-Space Considering Static Offset due to Surface Faulting, with a Physical Interpretation of Fling Step and Rupture Directivity, Bull. Seism. Soc.of America,, Vol.93, No.3,pp.1154-1168, June., 2003
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